
(57)【要約】

【課題】現場での作業性向上のために、籠工用籠に事前

に石を充填しても、クレーン搬送時に変形しない籠工用

籠及び籠工用籠の施工方法を課題とする。

【解決手段】籠工用籠１の下面に互いに交差している補

強材７，７を固定し、補強材７，７の端部にクレーンに

係合するためのフック部８を形成することにより、クレ

ーンにより籠工用籠１を設置現場に設置する際に、籠工

用籠１が変形することを防止する。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
金 網 で 形 成 さ れ た 籠 工 用 籠 で あ っ て 、
籠 本 体 の 下 面 に お い て 、 互 い に 交 差 し て い る 複 数 の 補 強 材 と 、
上 記 補 強 材 を 上 記 籠 本 体 の 下 面 に 固 定 す る 固 定 具 と 、
上 記 籠 本 体 の 外 側 へ 延 ば さ れ た 上 記 補 強 材 の 端 部 を 折 り 曲 げ て 形 成 し た フ ッ ク 部 と を 備 え
て い る こ と を 特 徴 と す る 籠 工 用 籠 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 籠 工 用 籠 に お い て 、
上 記 籠 本 体 は 、 平 面 矩 形 の 四 隅 を 落 と し た 形 状 を 有 し 、
上 記 補 強 材 が ２ 本 設 け ら れ 、 該 ２ 本 の 補 強 材 は 上 記 籠 本 体 の 下 面 中 央 で 交 差 し 、
上 記 ２ 本 の 補 強 材 の 各 々 の 両 端 が 、 上 記 籠 本 体 の 四 隅 の 外 側 へ 延 び て 上 記 フ ッ ク 部 を 形 成
し 且 つ 該 フ ッ ク 部 が 四 隅 を 落 と す 前 の 上 記 矩 形 形 状 よ り も 内 側 に あ る こ と を 特 徴 と す る 籠
工 用 籠 。
【 請 求 項 ３ 】
金 網 で 形 成 さ れ た 籠 工 用 籠 で あ っ て 、
籠 本 体 の 下 面 に お い て 、 互 い に 交 差 し て い る 複 数 の 補 強 材 と 、
上 記 補 強 材 を 上 記 籠 本 体 の 下 面 に 固 定 す る 固 定 具 と 、
上 記 籠 本 体 の 外 側 へ 延 ば さ れ 、 上 記 補 強 材 の 端 部 を 折 り 曲 げ て 形 成 し た フ ッ ク 部 と を 備 え
て い る こ と を 特 徴 と す る 籠 工 用 籠 の 施 工 方 法 で あ っ て 、
上 記 籠 工 用 籠 に 石 を 充 填 し 、
上 記 フ ッ ク 部 に ク レ ー ン を 係 合 し て 、 該 ク レ ー ン に よ り 該 籠 工 用 籠 を 設 置 現 場 に 複 数 設 置
し 、
隣 接 す る 籠 工 用 籠 の 互 い の 該 フ ッ ク 部 を 結 束 具 で 結 束 し て 、 隣 接 す る 籠 工 用 籠 同 士 を 結 合
す る こ と を 特 徴 と す る 籠 工 用 籠 の 施 工 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 籠 工 用 籠 及 び 籠 工 用 籠 の 施 工 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 は 、 籠 工 用 籠 を 護 岸 に 設 置 す る た め に 、 設 置 現 場 に て 籠 本 体 を 組 み 立 て 、 重 機 に よ っ
て 籠 本 体 に 石 を 充 填 し 、 人 手 に よ る 作 業 で 充 填 し た 石 を 整 え て 平 坦 に し 、 蓋 網 を 籠 本 体 に
取 り 付 け 、 隣 接 す る 籠 工 用 籠 の 金 網 同 士 を 結 合 コ イ ル な ど で 結 合 す る 施 工 方 法 を 実 施 し て
い た （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ０ ６ １ ９ ６ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 現 場 に お い て 石 を 充 填 し て 人 手 に よ り 表 面 を 平 坦 に 整 え る 作 業 は 非 常 に 手 間 が か
か り 、 ま た 、 籠 工 用 籠 に 蓋 網 を 取 り 付 け た り 、 隣 接 す る 籠 工 用 籠 同 士 を 結 合 す る 作 業 は 熟
練 し た 作 業 者 で な け れ ば 難 し い た め 作 業 時 間 が 長 く か か っ て い た 。 そ し て 、 籠 本 体 に 充 填
す る た め の 石 が 現 場 近 辺 で 不 足 し て 作 業 が 一 時 中 断 し た り 、 ま た 、 籠 工 用 籠 を ク レ ー ン で
吊 り 上 げ る と 、 籠 工 用 籠 自 身 の 重 量 に よ り 籠 工 用 籠 が 変 形 し て し ま う な ど の 問 題 が あ っ た
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 籠 工 用 籠 に 補 強 材 を 設 け 、 ク レ ー ン 作 業 時 の 籠 工 用 籠 の 変 形 を 防 止 し 、 ま た 事
前 に 石 を 充 填 し た 状 態 で 籠 工 用 籠 を 完 成 さ せ て お き 、 現 場 で は 籠 工 用 籠 の 設 置 作 業 の み を
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行 う こ と に よ り 、 上 述 の 問 題 を 解 決 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
す な わ ち 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 金 網 で 形 成 さ れ た 籠 工 用 籠 で あ っ て 、
籠 本 体 の 下 面 に お い て 、 互 い に 交 差 し て い る 複 数 の 補 強 材 と 、
上 記 補 強 材 を 上 記 籠 本 体 の 下 面 に 固 定 す る 固 定 具 と 、
上 記 籠 本 体 の 外 側 へ 延 ば さ れ た 上 記 補 強 材 の 端 部 を 折 り 曲 げ て 形 成 し た フ ッ ク 部 と を 備 え
て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
従 っ て 、 補 強 材 に て 籠 工 用 籠 を 補 強 し て い る か ら 、 ク レ ー ン を フ ッ ク 部 に 係 合 し て 吊 り 下
げ て 設 置 し 、 籠 工 用 籠 を ク レ ー ン で 運 搬 す る と き に 籠 工 用 籠 が 変 形 す る こ と を 防 止 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 籠 工 用 籠 に お い て 、
上 記 籠 本 体 は 、 平 面 矩 形 の 四 隅 を 落 と し た 形 状 を 有 し 、
上 記 補 強 材 が ２ 本 設 け ら れ 、 該 ２ 本 の 補 強 材 は 上 記 籠 本 体 の 下 面 中 央 で 交 差 し 、
上 記 ２ 本 の 補 強 材 の 各 々 の 両 端 が 、 上 記 籠 本 体 の 四 隅 の 外 側 へ 延 び て 上 記 フ ッ ク 部 を 形 成
し 且 つ 該 フ ッ ク 部 が 四 隅 を 落 と す 前 の 上 記 矩 形 形 状 よ り も 内 側 に あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
従 っ て 、 上 記 フ ッ ク 部 が 上 記 平 面 矩 形 の 四 隅 を 落 と し た 形 状 よ り も 外 側 に あ り 、 四 隅 を 落
と す 前 の 矩 形 形 状 よ り も 内 側 に あ る か ら 、 複 数 の 籠 工 用 籠 を 互 い の 側 面 が 重 な る よ う に 隣
接 さ せ て 配 置 す る 際 に 、 隣 接 す る 籠 工 用 籠 の 互 い の フ ッ ク 部 同 士 が 干 渉 す る こ と な く 籠 工
用 籠 を 設 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ３ に 係 る 発 明 は 、 金 網 で 形 成 さ れ た 籠 工 用 籠 で あ っ て 、
籠 本 体 の 下 面 に お い て 、 互 い に 交 差 し て い る 複 数 の 補 強 材 と 、
上 記 補 強 材 を 上 記 籠 本 体 の 下 面 に 固 定 す る 固 定 具 と 、
上 記 籠 本 体 の 外 側 へ 延 ば さ れ 、 上 記 補 強 材 の 端 部 を 折 り 曲 げ て 形 成 し た フ ッ ク 部 と を 備 え
て い る こ と を 特 徴 と す る 籠 工 用 籠 の 施 工 方 法 で あ っ て 、
上 記 籠 工 用 籠 に 石 を 充 填 し 、
上 記 フ ッ ク 部 に ク レ ー ン を 係 合 し て 、 該 ク レ ー ン に よ り 該 籠 工 用 籠 を 設 置 現 場 に 複 数 設 置
し 、
隣 接 す る 籠 工 用 籠 の 互 い の 該 フ ッ ク 部 を 結 束 具 で 結 束 し て 、 隣 接 す る 籠 工 用 籠 同 士 を 結 合
す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
従 っ て 、 籠 工 用 籠 を 設 置 現 場 に 設 置 す る 前 に 籠 工 用 籠 に 石 を 充 填 し て お く こ と に よ り 、 設
置 現 場 で は 籠 工 用 籠 の 設 置 作 業 を 行 う だ け で よ い か ら 、 熟 練 作 業 者 で な く と も 容 易 に 籠 工
用 籠 の 設 置 を 行 う こ と が で き 、 施 工 時 間 の 大 幅 な 短 縮 に な る と と も に 、 現 場 近 辺 で 充 填 用
の 石 が 不 足 し て 作 業 が 一 時 中 断 し て し ま う 等 の 問 題 も 解 消 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 隣 接 す る 籠 工 用 籠 の 互 い の フ ッ ク 部 を 結 束 具 で 結 束 す る か ら 、 従 来 の 籠 工 用 籠 の よ
う に 結 合 コ イ ル な ど に よ る 金 網 同 士 の 連 結 を す る 必 要 が な く 、 連 結 箇 所 が 少 な く て 済 み 、
隣 接 す る 籠 工 用 籠 同 士 を 容 易 に 結 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 補 強 材 に て 籠 工 用 籠 を 補 強 し て い る か ら 、
ク レ ー ン を フ ッ ク 部 に 係 合 し て 吊 り 下 げ て 設 置 し 、 籠 工 用 籠 を ク レ ー ン で 運 搬 す る と き に
籠 工 用 籠 が 変 形 す る こ と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
請 求 項 ２ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 上 記 フ ッ ク 部 が 上 記 平 面 矩 形 の 四 隅 を 落 と し た 形 状 よ り も
外 側 に あ り 、 四 隅 を 落 と す 前 の 矩 形 形 状 よ り も 内 側 に あ る か ら 、 複 数 の 籠 工 用 籠 を 互 い の
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側 面 が 重 な る よ う に 隣 接 さ せ て 配 置 す る 際 に 、 隣 接 す る 籠 工 用 籠 の 互 い の フ ッ ク 部 同 士 が
干 渉 す る こ と な く 籠 工 用 籠 を 設 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
請 求 項 ３ に 係 る 発 明 に よ れ ば 、 籠 工 用 籠 を 設 置 現 場 に 設 置 す る 前 に 籠 工 用 籠 に 石 を 充 填 し
て お く こ と に よ り 、 設 置 現 場 で は 籠 工 用 籠 の 設 置 作 業 を 行 う だ け で よ い か ら 、 熟 練 作 業 者
で な く と も 容 易 に 籠 工 用 籠 の 設 置 を 行 う こ と が で き 、 施 工 時 間 の 大 幅 な 短 縮 に な る と と も
に 、 現 場 近 辺 で 充 填 用 の 石 が 不 足 し て 作 業 が 一 時 中 断 し て し ま う 等 の 問 題 も 解 消 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 隣 接 す る 籠 工 用 籠 の 互 い の フ ッ ク 部 を 結 束 具 で 結 束 す る か ら 、 従 来 の 籠 工 用 籠 の よ
う に 結 合 コ イ ル な ど に よ る 金 網 同 士 の 連 結 を す る 必 要 が な く 、 連 結 箇 所 が 少 な く て 済 み 、
隣 接 す る 籠 工 用 籠 同 士 を 容 易 に 結 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 １ に お い て 、 １ は 籠 工 用 籠 を 示 す 。 籠 工 用 籠 １ は 、 平 面 矩 形 の 四 隅 を 落 と し て 周 方 向 に
お い て 長 辺 と 短 辺 と が 交 互 に 設 け ら れ た 八 角 形 状 に 形 成 さ れ て い る 底 網 ２ と 、 該 底 網 ２ の
外 周 部 に 立 設 さ れ る 側 網 ３ と か ら な る 籠 本 体 ４ と 、 互 い に 交 差 し 固 定 具 ５ と 結 合 コ イ ル ６
と に よ っ て 該 籠 本 体 ４ の 下 面 に 係 合 さ れ て い る ２ 本 の 補 強 材 ７ ， ７ と か ら 形 成 さ れ て い る
。 固 定 具 ５ は ２ 本 の 補 強 材 ７ ， ７ が 交 差 す る 部 分 で 底 網 ２ と ２ 本 の 補 強 材 ７ ， ７ と を 係 合
し て い る 。 結 合 コ イ ル ６ は 補 強 材 ７ ， ７ の 交 差 す る 部 分 と 底 網 ２ の 四 隅 と の 間 に 設 け ら れ
、 底 網 ２ と 補 強 材 ７ と を 係 合 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
底 網 ２ と 側 網 ３ と は 、 い ず れ も ひ し 形 金 網 で 形 成 さ れ て い て 、 各 々 の 周 囲 に 設 け ら れ た 枠
線 同 士 を 連 結 す る こ と に よ っ て 籠 状 に 仕 上 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
２ 本 の 補 強 材 ７ ， ７ は 、 底 網 ２ の 下 面 中 央 で 交 差 し 、 各 々 の 端 部 は 、 籠 本 体 ４ の 四 隅 、 す
な わ ち 上 記 短 辺 の 側 網 ３ に 向 か っ て 延 び 、 該 短 辺 側 網 ３ か ら 外 方 に 且 つ 斜 め 上 方 に 、 四 隅
を 落 と す 前 の 矩 形 形 状 よ り も 内 側 の 範 囲 内 、 す な わ ち 上 記 八 角 形 の 短 辺 を 挟 ん で 隣 り 合 う
長 辺 の 延 長 線 と 当 該 短 辺 と が な す 三 角 形 領 域 内 で 延 び た 後 、 側 網 ３ に 向 か っ て 側 網 ３ を 貫
通 す る よ う に 水 平 に 延 び て い る 。 補 強 材 ７ の 端 部 に は ネ ジ 加 工 が 施 さ れ て お り 、 側 網 ３ を
挟 ん で ナ ッ ト ９ ， ９ を 締 結 す る こ と に よ り 、 補 強 材 ７ の 端 部 が 側 網 ３ に 固 定 さ れ 、 フ ッ ク
部 ８ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
以 下 に 、 本 実 施 形 態 に お け る 施 工 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま ず 図 ２ に 示 す よ う に 、 籠 本 体 ４ に 石 １ ０ （ 玉 石 、 栗 石 等 ） を 充 填 し た 後 、 人 手 に て 表 面
を 平 坦 に 整 え 、 蓋 網 １ １ を 籠 工 用 籠 １ に 被 せ て 該 籠 工 用 籠 １ に 固 定 す る 。 そ し て 、 石 １ ０
を 充 填 し た 籠 工 用 籠 １ を 設 置 現 場 に 搬 送 し 、 フ ッ ク 部 ８ に ク レ ー ン を 係 合 し て 、 該 ク レ ー
ン に よ り 籠 工 用 籠 １ を 吊 り 下 げ て 設 置 現 場 に 設 置 す る 。 設 置 現 場 に は 、 図 ３ に 示 す よ う に
籠 工 用 籠 １ を 上 記 長 辺 の 側 網 ３ が 互 い に 重 な る よ う に 隣 接 さ せ て 複 数 設 置 す る 。 そ し て 、
隣 接 す る 籠 工 用 籠 １ の 互 い の フ ッ ク 部 ８ を 結 束 具 １ ２ で 結 束 す る こ と に よ り 、 隣 接 す る 籠
工 用 籠 １ 同 士 を 結 合 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
次 に 、 籠 工 用 籠 １ を 複 数 隣 接 さ せ た 時 に 籠 工 用 籠 １ の 四 隅 に で き る 隙 間 １ ３ に 、 石 （ 不 図
示 ） を 充 填 す る こ と に よ り 、 本 実 施 形 態 に お け る 籠 工 用 籠 １ の 施 工 が 完 了 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
以 上 に よ り 、 補 強 材 ７ に て 籠 工 用 籠 １ を 補 強 し て フ ッ ク 部 ８ に ク レ ー ン を 係 合 す る か ら 、
籠 工 用 籠 １ を ク レ ー ン で 搬 送 す る と き に 、 籠 工 用 籠 １ が 変 形 す る こ と を 防 止 す る こ と が で
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き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 籠 工 用 籠 １ を 設 置 現 場 に 設 置 す る 前 に 籠 工 用 籠 １ に 石 １ ０ を 充 填 し て お き 、 設 置 現
場 で は 籠 工 用 籠 １ の 設 置 作 業 を 行 う だ け で 良 い か ら 、 熟 練 作 業 者 で な く と も 容 易 に 行 う こ
と が で き 、 施 工 時 間 の 大 幅 な 短 縮 に な る と と も に 、 現 場 近 辺 で 充 填 用 の 石 １ ０ が 不 足 し て
作 業 が 一 時 中 断 し て し ま う 等 の 問 題 も 解 消 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 隣 接 す る 籠 工 用 籠 １ の 互 い の フ ッ ク 部 ８ を 結 束 具 １ ２ で 結 束 す る か ら 、 従 来 の 籠 工
用 籠 の よ う に 結 合 コ イ ル な ど に よ る 金 網 同 士 の 連 結 を す る 必 要 が な く 、 連 結 箇 所 が 少 な く
て 済 み 、 隣 接 す る 籠 工 用 籠 １ 同 士 を 容 易 に 結 合 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 籠 工 用 籠 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 籠 工 用 籠 に 石 を 充 填 し た 状 態 を 示 す 平 面 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 籠 工 用 籠 を 施 工 現 場 に 設 置 し た 状 態 示 す 平 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 籠 工 用 籠
２ 　 底 網
３ 　 側 網
４ 　 籠 本 体
５ 　 固 定 具
６ 　 結 合 コ イ ル
７ 　 補 強 材
８ 　 フ ッ ク 部
９ 　 ナ ッ ト
１ ０ 　 石
１ １ 　 蓋 網
１ ２ 　 結 束 具
１ ３ 　 隙 間
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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